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1 ，は じ め に

　地 球 環境 変動 観 測 ミ
．
ソ シ ョ ン （GCOM ）は 、全 球 規 模 の

気 候 変 勤 ・炭 素 循 環 ・水循 環 変 動 メ カ ニ ズ ム の 理 解 に 必 要

な 地 球 物 理 量 を計 測 す る 全 球 ・長 期 継 続 衛 星 観 測 シ ス テ ム

を構 築 ・利 屠実 証 し、最 終 的 に は 気候 モ デル 研 究 機 関 と の

連 携 を通 じて 将 来 気 候 予 測 の 改 善 に 貢 献 す る こ と を 目 的

と す る 水 循 環変動 観 測 衛 星 （  OM −W ） と 気 侯 変 動観 測

衛 星 （  OM −C ） か ら構 成 され る ミ ッ シ ョ ン で あ る 。こ の

うち   OM −C は 多波 長 光 学 放 射 計 （SGLI） を搭 載 L、全

球 規 模 で の 炭素 循 環 と放 射収 支 の 理 解
・
予測 に 貢 献 す る 地

球 大 気 ・森 面 の 観 測 を行 うこ と を 目 的 と し て い る 。

2 ．GCOM ・CISGLI の 準備 状 況

　 SGLI は 1150  覗 00  観 測 幅 て
崩
近紫 タトか ら熱 赤 タトま

で を 19 バ ン ドで 観 測 す る 受 動 光 学 イ メ
ー

ジ ャ で あ る。主

な 観 測 目 的 は MODIS 等 と 同 様 だ が、SGLI に は 多 く の 250m

空 間 解 像 度 パ ン ド と 2 バ ン ドの 偏 光
・
多方 向 観 測 機 能 と い

っ た 特 長 が あ る （表 1 参 照 ）。250m 解 像 度 は、従 来 の 重 

解 像 度 に 比 べ て 高 分 解 能 で あ り、陸 域 の 植 生、海 色 や海 面

水温 を よ り詳細に 観測 で きる。偏光 観 測 は 陸城 エ ア ロ ゾ ル

推 定 に 新 た な 情報 を与 え る o 現 在 JAXA で は 2e16 隼度 の

打 ちー げ に 向 け、衛 星 ・セ ン サ の 製作、ノ イズ や波 長 応 答、

偏 光 感度 等の 光 学性 能の 評 価
・
値 付 け を行 っ て お り、 それ

と連 動 して衛 星 運 用 ・受信 や地 よ 処 理 シ ス テ ム の 開 賂、プ

ロ ダ ク ト作 成 の ため の ア ル ゴ リズ ム 開 発 と 運 用 試験、打 ち

上
．
げ 後 の 検 証 計 画 の 作 成 等 を 実 施 中 で あ る。

表 1　SGLI 観 測 パ ン ドと 仕 様
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VN10868 ．520830400250 ／1000

VNll868 ．520303002002501 星000
POH673 ．52025250250 1000

ざ
二 POL2868 ．52030300250 1000

SWI10502057248500 1000
SW21380208103150 100¢

SW3163020035057250 〆1000
瞿一 SW4221050L920211 1000

TIRl108007003003400 ．2250 ／500／1000

T［R2120007003003400 、2250 ／50011000

＊ 陸 域 と 沿 岸 域 は 250m 、外 洋 と極 域 は 1  解 像 度 で 運 用 予定

＊ 信 号！ノ イ ズ 比 （SNR ） は 太 字の 解 像 度 （IFOV ） に お け る値

＊ POL は 偏 光 観 測 を 行 うセ ン サ コ ン ポーネ ン ト

3 ．プ ロ ダ ク トの 準備 状 況

　 表 2 は GCOM −C で 作 成 予定 の プ ロ ダ ク トで あ る。現 在

2 期 目 （2013〜2015 年 度 ） の 公 募研 究 期 間 中で 、JAXA

は 大 学 ・研 究 機 関 と 共 同 して 物 理 量 推 定 ア ル ゴ リズ ム の 開

発 と そ の 基 礎 と な る 現 場 観 測 を実 施 し て い る 。特 に

GCOM ・C で は 偏 光 観 漏 を行 うた め 、 そ れ を用 い た 陸域 エ ア

ロ ゾ ル 推 定 ア ル ゴ リ．ズ ム を開 発 して い る。ま た 、陸 域 や 海

洋、雪 氷 域 で 地 表 面 の プ ロ ダ ク ト （物 理 量 や 反鬼 率 ） を作

成 す る た め 、それ ら と大 気プ ロ ダ ク トの 連携が 期 待 で きる。

　 標 準プ ロ ダ ク トは 検 証 後 一般 に 無償 公 開 され る。日 本
．

周 辺 で は 現 業機 関 等 に 向 け た 直接 受信 と 準 リア ル タ イム

処 理 ・配 布 を行 う予 定 で あ り、250m の 海 面 水 温 や 海 色 デ

ー
タ が 観 測 時 間 か ら 3 時 間 程 度 で 利 用 可 能 に な る。

4 ．今後 の 計 画

2015 年 秋 頃 に は 次 期 の 研 究公 募 （20169t 　4 月〜2019 年 3

月 ）を発 出 し、2016年 度 打 ち上 げ 直 近の 準 備 と その 後 の プ

ロ ダ ク ト開発 ・改 善、検 証 観 測 に 注 力 して い く
』
と共 に、同

時期 に 運 用 され る GCOM −W 、　 Himawari−8、　 EarthCARE や

GOSAT −2 等 と も連 携 しな が ら、地 球環境変動 観測 や モ デ

ル 同 化 等 に 向 け た 研 究を 進 め て い く計画 で あ る。

表 2　 GCOM ．−C プ ロ ダ ク ト
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＊　 、・プ ロ ダ ク トに っ い て 、1 日，8 日，月毎 の 統 面　　 ロ タ ク ト

（Level−3） を作 成 す る 。
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